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の
参
加
も
可
。
登
録
は
随
時
受
け
付

け
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
①
2
月
1
日（
木
）午
前
10
時
〜
正

午
②
2
月
8
日（
木
）午
前
10
時
30
分

〜
正
午
③
2
月
22
日（
木
）午
前
10
時

〜
正
午
場
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
師
①

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
セ
ン
タ
ー
学

舎
ブ
レ
イ
ブ
室
長
・
大
熊
雅
士
さ
ん

②
東
京
成
徳
大
学
教
授
・
中
山
哲
志

さ
ん
③
市
教
育
支
援
課
職
員
ほ
か
定

各
40
人（
申
込
順
）保
若
干
名（
1
歳

〜
学
齢
前
）

申
1
月
10
日（
水
）か
ら
電
話
か
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
保
育
の
有

無
を
書
い
て
E
メ
ー
ル
で
、
生
涯
学

習
推
進
セ
ン
タ
ー
☎（
５
２
８
）６
８

７
２
eshougai-suishin@

city.ta
chikaw

a.lg.jp

へ

緑
化
推
進
協
力
員
募
集

　
「
地
域
の
緑
を
増
や
し
・
育
て
・

守
る
」
こ
と
を
通
じ
て
、
緑
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
「
緑
化
推
進
協

力
員
会
」
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

協
力
員
は
、
花
の
育
成
と
育
て
た
花

の
地
域
へ
の
植
え
付
け（
年
３
回
）、

維
持
管
理
を
行
い
ま
す
。
活
動
費
は

協
力
員
１
人

に
つ
き
年
2

千
円
を
支
給

（
各
支
部
5

万
円
が
上

限
）。募
集
要

件
は
次
の
通

り
▼
対
象
＝

緑
化
推
進
に

関
心
の
あ
る

方
で
①
自
主

的
に
応
募
す

る
市
民
の
方

②
富
士
見
・
柴
崎
・
錦
・
羽
衣
・

曙
・
高
松
・
栄
町
に
お
住
ま
い
で
自

治
会
か
ら
推
薦
を
受
け
た
方
▼
任
期

＝
２
年（
平
成
30
年
３
月
〜
平
成
32

年
２
月
。
再
任
も
可
）▼
応
募
方
法

＝
２
月
13
日（
火
）ま
で
に
①
は
電
話
、

ま
た
は
氏
名
、
連
絡
先
を
書
い
て
フ

ァ
ク
ス
で
②
は
推
薦
書
と
承
諾
書
を

直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
公
園
緑
地
課

緑
化
推
進
係（
市
役
所
2
階
78
番
窓

口
）内
線
2
2
6
0
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5
2
1
）3

0
2
0
へ

立
川
市
は
平
和
首
長
会
議
に

加
盟
し
ま
し
た

　

市
は
、
1
月
1
日
付
で
平
和
首
長

会
議
に
加
盟
し
ま
し
た
。
平
和
首
長

会
議
と
は
、
世
界
の
都
市
が
国
境
を

超
え
て
連
帯
し
、
核
兵
器
廃
絶
へ
の

道
を
切
り
開
こ
う
と
い
う
趣
旨
に
賛

同
す
る
都
市（
自
治
体
）で
構
成
さ
れ

た
機
構
で
す
。
広
島
市
と
長
崎
市
が

中
心
と
な
り
世
界
1
6
2
か
国
、
地

域
7
5
1
4
都
市
が
加
盟
し
て
い
ま

す（
平
成
29
年
12
月
1
日
現
在
）。

問
総
務
課
・
内
線
2
5
9
3

「
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
け
れ
ど
、
何
を
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
あ
な
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
力
を
地
域
の
た
め
に

手
話
通
訳
者

■
養
成
講
座

①
日
本
手
話
初
級
コ
ー
ス

②
日
本
手
話
専
門
コ
ー
ス

③
日
本
語
対
応
手
話
コ
ー
ス

　

市
の
手
話
通
訳
者
登
録
試
験
の
受

験
を
考
え
て
い
る
方
の
た
め
の
養
成

講
座
で
す
。
各
全
41
回
。
受
講
す
る

に
は
選
考
会（
作
文
と
面
接
）で
合
格

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
▽

市
内
在
住
・
在
勤
▽
18
歳
以
上
の
聴

者（
耳
が
聞
こ
え
る
方
）▽
①
手
話
学

習
未
経
験
ま
た
は
1
年
未
満
②
③
手

話
学
習
3
年
程
度
時
▽
選
考
会
＝
①

2
月
27
日（
火
）午
後
1
時
か
ら
②
2

月
24
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
③
3
月

10
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
▽
講
座
＝

①
4
月
3
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
午

前
10
時
30
分
か
ら
②
4
月
3
日
か
ら

毎
週
火
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
③
4

月
7
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
、
午
後
1

時
30
分
か
ら
場
い
ず
れ
も
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
定
①
15
人
②
③
若
干
名

（
い
ず
れ
も
選
考
）

申
①
②
2
月
16
日（
金
）③
3
月
2
日

（
金
）〔
い
ず
れ
も
必
着
〕ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
コ
ー
ス
名
、
住
所（
在

勤
の
方
は
勤
務
先
名
と
所
在
地
も
）、

氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番

号
、
応
募
動
機
、
返
信
用
宛
先
を
書

い
て
、
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
第
一

係
・
内
線
1
5
2
0
へ

■
手
話
通
訳
者
登
録
試
験

　

日
本
手
話
ま
た
は
日
本
語
対
応
手

話
の
登
録
試
験
を
行
い
ま
す
。
合
格

後
は
市
に
登
録
し
、
依
頼
が
あ
っ
た

と
き
に
、
手
話
通
訳
者
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
試
験
内
容
は
、

手
話
の
読
み
取
り
、
聞
き
取
り
手
話

表
現
、
面
接
で
す
。

対
20
歳
以
上
の
聴
者（
耳
が
聞
こ
え

る
方
）で
市
の
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
修
了
者
か
同
程
度
の
学
習
経
験
の

あ
る
方
時
日
本
手
話
コ
ー
ス
、
日
本

語
対
応
手
話
コ
ー
ス
と
も
2
月
10
日

（
土
）午
前
10
時
か
ら
場
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

申
2
月
2
日（
金
）〔
必
着
〕ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名（
ふ
り

が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
受
験

コ
ー
ス（「
登
録
試
験
日
本
手
話
コ
ー

ス
」
ま
た
は
「
登
録
試
験
日
本
語
対

応
手
話
コ
ー
ス
」）、
手
話
学
習
の
経

歴
、
返
信
用
宛
先
を
書
い
て
、
障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
第
一
係
・
内
線
1

5
2
0
へ

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
は
、
市
立
小
・
中
学
校
で
教
育

活
動
を
支
援
す
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
は
、
学
習
支
援（
授
業
の
指
導

補
助
・
見
守
り
、
放
課
後
の
補
習
支

援
な
ど
）、
環
境
整
備
活
動（
校
舎
・

花
壇
等
の
整
備
な
ど
）で
す
。

■
登
録
説
明
会
・
入
門
講
座

　

勉
強
が
苦
手
な
子
ど
も
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
や
、
発

達
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
全
3
回
、
1
回
の
み

　｢ちょこっと共済｣ は、交通事故に
遭ったとき、見舞金を受けられる共済制度です。
　平成30年度の申し込みは１月23日㈫から受け付け
ます。くわしくは「広報たちかわ」１月25日号と同
時配布するパンフレットをご覧ください。
問生活安全課生活安全係☎（528）4376

●1月23日火から受け付け

ちょこっと共済

制度です

　国民年金は、老後だけでなく、病気やけがで障害が残ったときや、一

家の働き手が亡くなったときなどの生活を保障してくれる大切な制度で

す。20歳の誕生月に、日本年金機構から「国民年金被保険者資格取得

届書」が郵送されるので、市保険年金課または立川年金事務所に提出し

てください。後日、年金手帳と国民年金保険料納付書が郵送されます。

　保険料は金融機関やコンビニエンスストアで納付できるほか、割引の

ある口座振替も利用できます。

　学生の方や収入が少なく保険料の納付が困難な方は「学生納付特例」

や「納付猶予」など納付を猶予する制度もあります。

　なお、20歳になる前に就職し、現在も厚生年金加入中の方は提出不

要です。また、配偶者が厚生年金の加入者で、その方に扶養されている

場合は「第３号被保険者」となりますので、配偶者の勤務先を通じて手

続きを行ってください。

問市保険年金課国民年金係・内線1394、日本年金機構立川年金事務所
☎（523）0352

●成人歯科健康診査　20歳以上の方は無料で年度に１回指定医療機関
で受診できます対20歳以上の市民の方（歯科で治療中の方は除く）申電

話または電子申請で健康推進課へ。指定医療機関で直接申し込みもでき

ます。指定医療機関は市ホームページをご覧ください。

●子宮頸がん検診　２年に１度、子宮頸がん検診を受診しましょう▶対
象＝受診日現在20歳以上の女性市民で、昨年度の市の子宮頸がん検診
を受けていない方▶検診内容＝頸部細胞診（医師の判断で体部細胞診も）
▶負担額▷頸部＝1,000円▷頸部と体部＝2,000円（生活保護・住民税非
課税世帯の方には費用の免除制度あり）

　なお、平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれで、平成30年４

月20日現在立川市に住所がある女性には、６月に子宮頸がん検診無料

クーポン券を郵送する予定です。

問健康推進課〔〒190-0011高松町3-22-9健康会館内〕☎（527）3272、電
子申請は、市ホームページから「電子申請」で検索

20歳になると加入する制度や、利用できるサービスを紹介します。20歳になると加入する制度や、利用できるサービスを紹介します。成人おめでとうございます成人おめでとうございます
　20歳からの健康管理　国民年金加入の手続きを

緑化推進協力員会曙・高松支部の皆さん

受け付け） 問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ


